
長期前受金戻入
 0.9%

国庫補助金等
0.9%

一般会計繰入金
18.1%

その他医業収益
1.8%

外来収益
18.2%

入院収益
54.7%

その他の収入
5.4%

経費
16.6%

材料費
6.9%

減価償却費
6.3%

研究研修費
0.2%

給与費
68.5%

その他の費用
0.7%

病院事業債等の支払利息
0.8%

収入合計
９億4,144万1千円

支出合計
９億4,144万1千円

当
院
は
、
平
成
21
年
度
に
「
和
水
町

立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
こ

れ
ま
で
経
営
の
健
全
化
な
ど
の
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
平
成
27
年
度
決
算
で
は
、

大
幅
な
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
中
、
総
務
省
で
は
新
た
な
公
立

病
院
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え

て
、
当
院
で
も
平
成
29
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
新
改

革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
病
院
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
平

成
29
年
度
は
、
計
画
初
年
度
の
予
算
と

な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
「
収
益
的
収
入
お
よ
び
支

出
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
平
成
29

年
度
の
事
業
収
益
と
事
業
費
用
は
、
9

億
4
，1
4
4
万
1
千
円
と
な
っ
て
お

り
、
平
成
28
年
度
の
当
初
予
算
と
比
較

す
る
と
、
3
，7
3
6
万
5
千
円
の
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
常
勤
医
師
（
代
謝
内

科
）
が
1
人
増
え
、
5
人
体
制
と
な
る

た
め
、
事
業
収
益
の
増
加
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

ま
た
、
新
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

事
業
規
模
、
事
業
形
態
の
見
直
し
、
経

費
削
減
・
抑
制
対
策
、
収
入
増
加
・
確

保
対
策
、
職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

次
に
「
資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出
」

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
平
成
29
年
度

の
資
本
的
支
出
額
は
、
1
億
7
8
4
万

5
千
円
で
、
Ｃ
Ｔ
、
内
視
鏡
と
い
っ
た

機
器
で
撮
影
し
た
画
像
を
保
管
、
閲

覧
、
管
理
す
る
電
子
画
像
読
取
装
置
な

ど
の
購
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

町立病院からのお知らせ

平成29年度の企業債（借入金）の見込額は、次のとおりとなっております。
【企業債（借入金）の見込額】

　以上、平成29年度当初予算の概要です。新改革プランに基づき、住民の皆さんのニーズを踏まえた質の高い
医療と、安心で安全な医療の提供に努めていきます。また、収益の確保や経費削減に努め、健全経営を目指し
ていきます。

町立病院当初予算の概要をお知らせします平成29年度

●医業費用（給与費・経費・材料費・減価償却費・研究研修費）
は主たる医業活動のために生じる経費で費用全体の98.5%
（前年比0.1%減）を占めています。

●入院・外来収益は、合計６億8,613万１千円（収益全体に占
める割合は75.3％、前年比1.7%増）を予定しています。

●町一般会計からの繰入金の総額は、２億965万7千円で、繰入
基準に基づき、１億7,066万８千円を収益的収入（医業収入
と医業外収入）、3,898万９千円を資本的収入に配分する予
定にしています。

◆ 収 益 的 収 入 ◆ ◆ 収 益 的 支 出 ◆

4,000 61,041 386,993444,034

H29年度借入額 H29年度償還額 H29年度未残高H28年度末残高
（単位：千円）

645,081 △ 16,931給 与 費

156,573 △ 14,210経 費

64,816 2,781材 料 費

59,487 △ 9,289減 価 償 却 費

2,040 △ 426研 究 研 修 費

7,206 △ 536病院事業債等の支払利息

6,238 1,246そ の 他 の 費 用

941,441 △ 37,365

△ 24,047

△ 10,310

447

△ 7,026

894

△ 477

3,154

△ 37,365 合　　計

H29当初 当初増減予算科目

662,012

170,783

62,035

68,776

2,466

7,742

4,992

978,806

H28当初

514,661入 院 収 益

171,470外 来 収 益

17,122そ の 他 医 業 収 益

170,668一 般 会 計 繰 入 金

8,468国 庫 補 助 金 等

8,136長 期 前 受 金 戻 入

50,916そ の 他 の 収 入

941,441合　　計

H29当初 当初増減

（単位：千円）（単位：千円）

予算科目

538,708

181,780

16,675

177,694

7,574

8,613

47,762

978,806

H28当初

江栗城跡　Ⅲ郭・城尾地区　北端（谷部）
田中城跡　縄張り図

江栗城跡・田中城跡　位置図

江栗城跡　縄張り図

場
は
、
よ
う
や
く
春
め
い
て
き
ま

し
た
。
嬉
し
い
事
に
、
地
震
の
揺

れ
も
、
め
っ
き
り
減
少
し
ま
し
た
。

で
も
、
忘
れ
か
け
た
頃
に
、
震
度
３
ク
ラ
ス

が
、
グ
ラ
リ
と
き
ま
す
の
で
、
油
断
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

調
査
は
、
最
終
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

江
栗
城
と
田
中
城
の
関
係

　

広
報
な
ご
み
２
０
１
５
年
５
月
号
『
江
栗

城
跡
19
』
で
、
「
田
中
城
を
取
り
巻
く
支
城

の
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

「
江
栗
城
は
、
田
中
城
の
代
替
え
城
で
は
な

い
か
。
同
城
の
修
理
期
間
中
に
、
有
事
が
発

生
し
た
時
、
本
城
の
役
割
を
果
た
す
事
に

な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
も
の

で
す
。

　

こ
の
事
に
つ
い
て
、
調
査
が
進
展
し
た
今
、

両
城
跡
の
縄な

わ

張ば

り
を
同
一
縮
尺
図
で
比
較
す

る
と
、
殆
ど
、
同
じ
規
模
で
あ
る
事
が
分
か

り
ま
す
。
町
内
の
中
世
城
は
、
田
中
城
を
中

心
に
、
25
城
を
数
え
ま
す
が
、
江
栗
城
の
城

域
は
、
群
を
抜
い
て
大
き
い
の
で
す
。
代
替

え
城
の
資
格
は
、
十
分
に
あ
り
ま
す
。

　

実
際
、
両
城
は
、
地
図
上
の
直
線
距
離
に

し
て
、
約
６
・
３
㎞
に
な
り
ま
す
。
１
里
半

で
す
か
ら
、
そ
ん
な
に
離
れ
て
も
い
な
い
の

で
す
。
両
城
は
、
密
接
な
関
係
に
あ
る
事
が

推
定
さ
れ
る
の
で
す
。

中
世
城
の
造
成
の
仕
方

　

広
報
な
ご
み
２
０
１
６
年
12
月
号
『
江
栗

城
跡
38
』
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。
先
日
、
大

学
の
後
輩
で
、
城
郭
に
詳
し
い
伊
藤
正
義
鶴

見
大
学
教
授
が
、
熊
本
に
来
ま
し
た
の
で
、

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
「
城
造
り
は
、
切き

り
土ど

中
心
で
、
斜
面
部
を
何
箇
所
も
削
り
出

し
な
が
ら
、
平
場
を
確
保
し
ま
す
。
緊
急
の

場
合
は
、
山
や
丘
の
上
位
か
ら
工
事
を
行

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と
彼
が
申
し
ま
し
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
私
は
「
緊
急
で
あ
っ
て

も
、
上
位
か
ら
で
は
、
造
成
が
困
難
で
は
な

い
か
」
と
疑
問
を
呈
し
ま
し
た
。
「
派
生
土

の
持
ち
出
し
は
無
い
」
と
い
う
事
は
、
意
見

が
一
致
し
ま
し
た
。
叩
き
締
め
て
平
地
に
し

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
「
城
の
縄
張
り
は
、
あ

る
程
度
広
く
な
け
れ
ば
、
用
を
な
さ
な
い
」

と
い
う
点
で
も
一
致
し
ま
し
た
。
領
民
を
囲

い
込
ん
で
、
戦
い
の
場
に
も
な
る
か
ら
で
す
。

食
糧
や
武
器
を
備
蓄
す
る
場
所
も
必
要
で
す
。

最
後
は
「
縄
張
り
の
線
引
き
は
、
非
常
に
難

し
い
」
と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

〔
調
査
〕

　

今
月
は
、
引
き
続
い
て
、
城じ
ょ
う
の
お尾
地
区
の
北

端
を
調
査
し
ま
し
た
。
谷

部
の
東
側
で
、
中
心
部
は
、

東
西
の
長
さ
35
ｍ
、
南
北

幅
30
ｍ
程
の
平
地
（
湿

地
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

東
端
か
ら
は
、
小
谷
に
変

化
し
ま
す
。

　

城
尾
地
区
の
東
裾
部
を

見
る
た
め
に
、
第
２
衛
生

セ
ン
タ
ー
の
南
側
進
入
路

一
帯
も
調
査
し
て
い
ま

す
。
進
入
路
は
、
元
々
、

小
谷
の
地
形
に
盛
り
土
し

て
あ
る
よ
う
で
す
。
湧
水

地
も
残
っ
て
い
ま
す
。
城

尾
地
区
を
見
上
げ
る
と
、

凝ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

灰
岩
の
岩
山
で
あ
る
事

が
分
か
り
ま
す
。

現

　
　
　え

　
　
　
　
　
　 ぐ 

り

　
　
　
　
　  

じ
ょ
う

　
　
　
　
　あ 

と

大 
田 

幸 

博

（
元・菊
水
町
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
）

歴
史
調
査
の
楽
し
み
方
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